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本研究グループでは、植物を主たる材料として、核お
よび染色体の構造と機能に関する分子細胞学的および分
子遺伝学的研究を行っている。現在は、植物の染色体機
能要素（セントロメア、テロメア、複製起点）の構造解
析を中心に、科学技術振興事業団の戦略的基礎研究推進
事業（ ）の一環として、 植物における染色体機能
要素の分子的解析と人工染色体の構築 プロジェクト（研
究代表者 村田稔）を推し進めている。
．シロイヌナズナにおけるミニ染色体の構造解析
我々は植物セントロメア（動原体）の機能構造を解析
するために、シロイヌナズナの染色体変異系統を作出し
てきた。今回、これまで作出した中で最も小型の染色体
（ ）について、詳細な解析を行った。このミニ染
色体は、 の形質転換個体に見出されたものであ
るが、 の挿入は認められなかった。この は
第 染色体の短腕に由来し、約 のサイズであるこ
とが クローンをプローブとした から明らかと
なった。しかし、第 染色体末端にある もテロメ
アも有さず、環状であることが明らかとなった。また、
セントロメアに特異的な 反復配列をプローブと
した とパルスフィールドゲル電気泳動から、この
ミニ染色体が つのセントロメアを持ち、それぞれが約
であることがわかった。これらの領域には、機
能的セントロメアに特異的なタンパク質 が認めら
れたので、両セントロメアとも正常に機能していると考
えられた。この環状ダイセントリック染色体は、自殖後
代の約 割に伝達し、数代を経ても安定に維持されるこ
とから、これまでの 環状染色体は不安定である とい
う常識からは説明できない。
．シロイヌナズナのセントロメアおよびその周辺にお
ける とヒストン のメチル化
シロイヌナズナのセントロメアは ファミリー
と呼ばれる反復配列から構成されており、その配列中の
シトシン残基は高度にメチル化されていると考えられて
いる。本研究では、抗メチル化シトシン抗体と抗メチル
化ヒストン （ ）抗体を用い、セントロメアおよびそ
の周辺領域の とヒストン のメチル化程度を解析
した。その結果、体細胞染色体のヒストン （ ）のメ
チル化は、セントロメアのコア部分とその周辺のヘテロ
クロマチンの両領域に観察されたのに対し、 のメ
チル化は、 反復配列のコア領域で非常に弱く、
周辺の領域では非常に強いという結果が得られた。また、
同様の傾向が減数分裂パキテン期の染色体でも認められ
た。以上のことから、セントロメアの位置を決めるのに、
の低メチル化が重要な働きをしていることが示唆
された。
．ルズラ分散型セントロメアの分子的解析
セントロメアは、染色体を娘細胞へ正確に伝達するた
めに必須な領域であり、通常、一カ所に局在している。
しかし、セントロメアが染色体全体に分散している種も
少数存在し、そのようなセントロメアは 分散型セント
ロメア と呼ばれている。ルズラは、この 分散型セン
トロメア をもつことが古くから知られていたが、その
詳細は不明であった。本研究では、セントロメア特異的
蛋白質を通して、ルズラの分散型セントロメアの可視化
を試みた。我々はまず、ルズラからセントロメア特異的
なヒストン （ ）をコードする の一部を
法により増幅し、その塩基配列情報をもとに、
の完全長配列を決定した。さらに、この 配列
から推定されるアミノ酸配列をもとにペプチド抗体を作
成し、免疫染色によって解析した。その結果、ルズラの
セントロメアが線状に、染色体に沿って存在しているこ
とをつきとめた。また、このセントロメア特異的ヒスト
ン の量が、間期核では最も少なく、細胞周期が進む
につれて増加し、中期で最高となり、後期、終期では、
再び減少することを発見した。
核機能分子解析グループ
研究活動
日本産コムギからつくられる小麦粉は、パンや麺に加
工するときの品質が悪く、またくすんだ色をしている．
この原因は、収穫期の雨と低温により種子が収穫前に穂
の中で発芽しやすく（穂発芽）、発芽した種子が多くの
澱粉分解酵素を含むためである．また、赤粒コムギは穂
発芽に抵抗性であるので多く栽培されるが、製粉時に種
皮の赤色色素が粉に混じるため小麦粉の色が悪くなる．
今年度この研究グループでは以下の研究を行った．
）フラボノイド合成系の酵素遺伝子の小麦種子での発
現
小麦種子にみられる赤い色素はフラボノイド合成系を
経て作られるプロアントシアニジン或いはフロバフェン
と推定されている．小麦のフラボノイド合成系の酵素遺
伝子、 、 、 、 を単離し、赤粒小麦と
白粒小麦の種子でのこれら遺伝子の発現を調査した．そ
の結果、これら つの遺伝子は赤粒小麦の種子では発現
していたが、白粒小麦の種子では発現していなかった．
同様に小麦種子の発芽時に発達する子葉鞘にも、赤い子
葉鞘と白い子葉鞘があるが、これらの組織における つ
の遺伝子の発現も調査した．赤い子葉鞘でこれらの遺伝
子の発現がみられたが、白い子葉鞘では の発現が見
られなかった．小麦の種子色を支配している第 染色体
上の 遺伝子と子葉鞘の色を支配している第 染色体上
の 遺伝子は、フラボノイド合成系の遺伝子の転写に
関わる転写因子であることが推定された．
また、ホンモンジゴケ生体内の澱粉分解について研究
を行った。ホンモンジゴケを炭素源を含まないムラシ
ゲースクーグ基本塩固形培地で、光照射下で培養した。
得られた細胞をホモゲナイズし、粗酵素液を得た。この
粗酵素液は加リン酸分解に適した条件下でもアミロペク
チンを分解してグルコースのみを遊離した。また、
アミラーゼ阻害剤の や アミラーゼインヒビ
ターによる阻害実験などからも同粗酵素液中には澱粉分
解酵素として グルコシダーゼのみが含まれているこ
とを明らかにした。さらに、同粗酵素液から て
と の つの グルコシダーゼを単離した。それら
の酵素はマルトオリゴ糖と グルカンによく作用した。
また、パノースと 限界デキストリンにもよく作用した。
そのため、本酵素は新規の グルコシダーゼであり、
澱粉分解を単独で行っていると考えられる。澱粉分解を
グルコシダーゼのみで行っている事例は報告されて
ないので、さらに研究を進めることで非常に興味深い結
果が得られるものと考えられる。
）
（ ）
（ ）
作物種子科学グループ
ミネラルストレスが原因で作物の生育が制限されてい
る土壌は世界の耕地面積の約 割を占めている。本グ
ループでは植物のミネラルストレスに対する応答反応を
中心に、個体レベルから遺伝子レベルまで研究を行って
いる。以下は今年度で得た研究成果の一部である。
．アルミニウム感受性イネ突然変異体の単離
イネはアルミニウム耐性の高い種とされている。その
耐性機構及び耐性に関与する遺伝子を明らかにするため
に、イネアルミニウム感受性突然変異体を単離した。単
離された突然変異体 は に特異的で、また原因遺伝
子がイネ染色体 番に座乗していることを明らかにした。
現在この遺伝子のクローニングを進めている。
．植物の重金属耐性機構
の超集積植物である を用いて、
の無毒化機構を調べたところ、 はリンゴ酸と配合
している形態で液胞に局在していることを明らかにした。
．イネケイ酸吸収遺伝子の単離と輸送形態の同定
ケイ素は様々なストレスを軽減できる有益元素である。
イネケイ酸吸収欠損突然変異体を用いてケイ素吸収に関
与する遺伝子 のクローニングに成功した。この遺伝
子は六つの膜貫通ドメンを持つタンパク質をコードし、
根で発現している。またイネ導管液中のケイ素の輸送形
態を同定したところ、単分子のケイ酸の形態で存在して
いることを明らかにした。さらに異なる植物におけるケ
イ酸吸収機構を明らかにした。
． 細胞毒性機構およびイネの発芽時特異的な 耐
性
による細胞伸長阻害と細胞死の誘発機構解明を目
的に、タバコ培養細胞を用いて 種類の 応答反応を
解析した。まず、 集積細胞では、機会刺激に応答し
た細胞質 イオン濃度の上昇が見られ、 濃度の上昇
とカロース分泌が密接に関係すること、次に、 によ
るショ糖吸収阻害は、 ・ショ糖共輸送体の阻害であり、
ショ糖吸収阻害に連動した水吸収阻害が細胞伸長阻害を
誘発すること、最後に、 はサリチル酸を誘導合成し、
サリチル酸によって 次的に細胞死や 耐性応答が誘
発されることを、それぞれ示唆した。一方、イネの
耐性機構を解析し、コムギと比較して発芽時に高い耐性
を示すことを見出した。現在、発芽時特異的に 感受
性を示すイネ変異系統を選抜し、遺伝学的解析を進めて
いる。
．ライムギにおける 相同遺伝子の解析
コムギから単離された 耐性遺伝子 は、 で
活性化されるリンゴ酸輸送体をコードする。本年度は、
耐性が高くコムギの近縁種であるライムギを用いて
相同遺伝子の解析を行った。ライムギでは、根
部の 処理により 時間の遅延期の後にリンゴ酸およ
びクエン酸の放出が誘導されると報告されている。我々
は、 処理による 相同遺伝子の発現量の増加と
有機酸放出の増加のパターンとが類似していることを見
出した。従って、ライムギにおいても 相同遺伝
子が、 依存性の有機酸放出を担う可能性が高いと思
われる。ライムギの 相同遺伝子を 法や
ライブラリーからのスクリーニングにより単離し
た結果、ライムギではコムギ と核酸配列レベ
ルで の相同性を示す 種類の 相同遺伝子の
存在が明らかとなった。今後これら 種類のライムギ
相同遺伝子について、発現様式や機能の相違に
ついて解析する予定である。
・
植物ストレス応答分子解析
本グループでは、生体膜を含む、植物の細胞および分
子生理学的な研究を環境応答機構との関係から進めてい
る。現在以下の研究を行っている。
．オオムギ原形質膜型アクアポリンの発現解析と構造
解析
アクアポリンは水と低分子化合物の輸送を担う膜タン
パク質である。オオムギ データベースと 配
列から、 個のアクアポリン遺伝子ファミリーの候補を
見出した。そのうち原形質膜型と考えられる 個につい
て各種ストレス環境（塩ストレス（ ）、浸透ストレ
ス（ ）、重金属処理（ と ）、酸化ストレ
ス（ ））における発現を解析した。またヒト赤血球膜
のアクアポリン 等の構造をモデルとして、植物ア
クアポリンの構造をシミラリティモデリングによる解析
を開始した。
．新しいゲノム比較法の開発
これまでのゲノム解析法では生物学的に有意な情報が
貧弱であった。我々は、遺伝子の に基づいてゲ
ノム間の全遺伝子総当りで得られた
（ ）によると、生物種間の距離が定量的に得ら
れ、これまでの総合的な知見とよく一致することを見出
した。また、 は類似の代謝系を持つ異なる生物種間
で、同じ反応を担う全く異なる酵素が存在する場合、簡
単にその遺伝子を見出すことができるようになった。
．オオムギ液胞膜型 カチオン対向輸送系
は液胞膜のカルシウム輸送能欠損酵母の形
質を相補し、その形質転換酵母から単離した液胞膜小胞
はカルシウム取り込み能を有していた。
を用いた変異体 の解析から と
が のカルシウム輸送活性に重要性があることが
示唆された。
．セイヨウアブラナのリンゴ酸輸送系の解析
セイヨウアブラナがもつ つのアルミニウム誘導性の
リンゴ酸輸送系の遺伝子発現と輸送活性を形質転換タバ
コやアフリカツメガエル卵母細胞の発現系を使って確認
し、定量的に解析した。
．新規な環境モニター植物系の構築
環境モニターとして植物を利用する新規システムを構
築するプロジェクトに本年度から参加し、低濃度のヒ素
をモニターするためのヒ素超感受性植物の探索および超
感受性シロイヌナズナ変異体の単離を目指した実験を開
始した。またメリケンカルカヤが示す高 感受性につ
いても研究を進めている。
分子生理機能解析グループ
本グループでは、トランスポゾンタギング系統の利用
や野生種の遺伝子による効率的な食料生産のために必要
な遺伝要因の解明および植物ホルモンによる遺伝子発現
制御機構の解明を目的とする．
．イネの トランスポゾン を転移させる自律
性因子の同定
日印間交雑 に生じた易変性ヴィレッセント変異体
の準同質遺伝子型系統から発見された 型に属する
トランスポゾン、 （
）は自然栽培条件下で転移挿
入を繰り返す活性のある非自律性因子である．活性のあ
る を遺伝子タギングの道具として利用するには、
転移酵素をコードする自律性因子（ と呼称）の存在
を特定し、それによる の転移制御機構を解明する
ことが必須である．すでに は第 染色体の長腕末
端部に存在することが明らかになっているため、日本型
イネの易変性ヴィレッセント変異、 （ と
が含まれている）とインド型イネ の
個体を用いて、 のマップベースクローニングを行っ
た。その結果、 を転移させる は日本晴の第
染色体 にある に相同な遺伝子であると
考えられた。
．コムギの種子休眠性に関する突然変異体の解析
種子休眠性は穂発芽と深い関わりを持ち、コムギ栽培
上重要な形質であると考えられる。コムギにおける種子
休眠獲得機構を解析するために、休眠性の強い農林 号
から休眠性の低下した突然変異系統を作成した。これら
突然変異系統について種子休眠性に関する遺伝分析を
行った。野生型である農林 号の における全粒
発芽率は であったが、突然変異系統 は
となり休眠性の程度は明らかに異なっていた。これら系
統の の全粒発芽率は となり野生型である農林
号に近い値であった。 集団における全粒発芽率の分
布をみてみると、二つのピークが認められた。発芽率の
低いグループと高いグループに含まれる系統数は、それ
ぞれ 系統と 系統になり、分離比 に適合した。
この結果より、 は劣性の 遺伝子の変異により生
じた突然変異であることが明らかとなった。
．植物ホルモンによる遺伝子発現制御
は、種子の成熟と発芽、そして乾燥、低温や塩
などの環境ストレスへの適応に関わる植物ホルモンであ
る。 による作物の品質および環境適応の改善への
知見を得るために、我々は、コムギ 、
転写因子を単離・解析し、 応答遺伝子発現におけ
るそれらの因子の相互作用と制御機構の一部を明らかに
した。
作物ゲノム育種グループ
当グループでは、昆虫の行動学的、生理学的、生化学
的機能を解析するとともに、それらに関係する遺伝子を
特定し、その発現様式を明らかにすることで、資源植物
の保護への有効利用を目指している。
．ニカメイガ幼虫における最も弱い凍結耐性を示す組
織の同定
ニカメイガ越冬幼虫は の凍結に耐えることがで
きるが、 の凍結には耐えることができない。さらに、
非休眠幼虫は凍結すると生存できない。しかし、その死
亡要因については不明である。凍結による死亡要因を明
らかにするために、トリパンブルーによる活性染色に
よって、低温で最も障害を受ける組織の同定を行った。
低温においた越冬幼虫では、生存虫と死亡虫の中腸で染
色に大きな違いがみられた。 数時間おいた非休眠
幼虫では、死亡した幼虫の脂肪体が最も強く青色に染色
された。これらの結果は、越冬幼虫では中腸が、非休眠
幼虫では脂肪体が最も凍結に弱い耐性を示すことを暗示
している。
コナガの 遺伝子の遺伝子構造および発現に関す
る研究
我々は、コナガの （クロルフルアズロン）抵抗性に
は、グルタチオン トランスフェラーゼ（ ）が関与し
ていることを明らかにしてきた。本研究では、コナガよ
り つの 遺伝子（ および ）をクローニ
ングした。 は クラスの 遺伝子に属し、
つのエキソンと つのイントロンより構成されていた。
クラスに分類された には、 上流域に
イントロンが存在した。サザン解析の結果、 は
シングルコピー遺伝子であるが、 には複数の相
同配列がゲノム中に存在していることが明らかとなった。
また、ノーザン解析の結果、両遺伝子の発現は発育に伴
い大きく変化することが明らかとなった。
オオタバコガの休眠に関する研究
オオタバコガの野外個体群には 短日条件下で飼育
しても休眠率が低い個体が見られる。これらの個体が越
冬可能かどうか明らかにする目的で、同条件下で休眠し
ない群を数回の選抜により作成した。この群は 齢まで
短日、その後 で飼育することによりほとんどが
休眠蛹になった。休眠の判定後、低温順化し、 での
生存を調べた。その結果、対照の非休眠蛹は ヶ月以内
にすべて死亡した。それに対して、休眠蛹の半分は ケ
月以上生存した。この結果から、この群は野外で越冬が
可能であることが示唆された。
．果実吸蛾類に対する忌避剤の開発
果実吸蛾類はモモやナシといった果実の収穫直前に吸
汁することから、その被害は収量に大きく影響する。そ
の被害を軽減するための忌避剤の開発を引き続き行って
いる。
（ ）
（ ）
環境昆虫機能グループ
本グループは、環境における化学物質の運命と生物に
及ぼす影響を評価・解析し、生態環境保全を図ることに
よって、資源生物の健全な生育を図り人類の福祉と資源
生物科学の発展に寄与することを目的とする。
．生態系における有害化学物質の運命と生態影響評価
に関する研究
様々な化学物質は環境中に放出または漏出後水路、河
川、湖沼そして最終的には海洋に達する。本課題は、こ
れらの化学物質の生態系における運命と生態影響の評
価・解析に関する研究を行う。
水・土壌系における化学物質は水、浮遊物質、堆積物、
土壌、微生物、高等動植物の間を吸・脱着、吸収、排泄、
光・生分解等、様々な物理・化学・生物学的プロセスを
経て、環境構成要素に最分布する。この特性は環境条件
として 酸化還元電位、溶解性、極性、 分配係数、
光・紫外線強度、微生物量等によって支配される。これ
らのことを考慮して、産業廃棄物処分場や農地からの化
学物質の流出特性を解析した。
化学物質の生態毒性評価はバクテリア、酵母、植物プ
ランクトン、ミジンコ、高等植物を試験生物として、成
長阻害、増殖阻害、死亡率など様々なエンドポイントを
指標とするバイオアッセイを行っている。植物に対して
は光合成能力、クロロフィル含有量などを指標として総
合的な生態毒性評価を行っている。近年特に問題となっ
ている人工エストロゲンと植物性エストロゲンの相互作
用に関する研究を行っている。植物エストロゲンとの比
較によって、人工エストロゲンの摂取許容量の算定を試
みている。
有害化学物質の毒性評価を行う場合、複数の化学物質
が同時に作用する相互作用は重要な課題である。当研究
グループでは重金属、農薬、内分泌撹乱化学物質の相互
作用について検討し、定量的な解析を行い、化学物質の
組み合わせや作用メカニズムの相違によって、相乗、相
加、拮抗作用が現れることが分かった。
．産業廃棄物処分場の安全性の総合評価に関する研究
本研究は 年の 世紀 の分担研究課題である。
産業廃棄物処分場からの浸出水中に含まれる有害化学物
質による環境汚染は生態影響だけでなく、人の健康影響
の問題でもある。ここでは浸出水の化学的特性、化学物
質の生態系における運命と生態毒性評価、リスク評価・
管理の研究を行っている。
．化学物質のハイスループット毒性評価法の開発研究
有害化学物質による環境水の汚染の毒性評価は、化学
物質がきわめて多様であること、また物質間の相互作用
により毒性が変化することから、特定の指定有害化合物
の化学分析だけではなく、毒性の強度と種類に基づく必
要がある。そこで、大量の環境水試料の毒性を短時間で
評価できるようなハイスループット生体検定（バイオ
アッセイ）の開発が必要となっている。しかし、実際に
様々な局面で利用可能なハイスループットバイオアッセ
イはこれまでにほとんど開発されてこなかった。 本研
究では、化学物質による細胞酸化を指標とする新しいバ
イオアッセイの開発に取り組んでいる。この技術は近い
将来においてハイスループット化と様々な生態的地位の
生物に応用できると期待される。
化学ストレス生態応答グループ
当研究分野では、植物ウイルス（ 、ランエソ
斑紋ウイルス）および菌類ウイルスを主要研究材料とし
て用い、ウイルスと宿主およびウイルスと媒介者との相
互関係を分子、細胞レベルで解析している。
． の病原性・抵抗性の分子機構
（ ）の 領
域を導入した植物は、葉の汁液接種に対して強度の抵抗
性を示すが、媒介菌を用いた根部接種では感染する。ト
ランスジーン の蓄積量は葉では低いのに対して、
根ではかなりの蓄積量が認められた。逆に、短鎖
の蓄積量は葉では高く、根では低かった。同様の結果は
トランスジェニック植物でも認められた。トランス
ジーン のメチル化を調べたところ サイトのメ
チル化に差がみられた。さらにウイルス感染によって誘
導される サイレンシングにおいても根は葉と比べ
て、ウイルス の蓄積量が高く、ウイルス由来の短
鎖 の蓄積量が少なかった。以上、根では短鎖
の生成ステップで働くサイレンシング活性レベルが低い
ことが示唆された。
． （ ）の サイ
レンシングサプレッサー（ ）活性
の と準メンバーである
の の 活性について調べた。
形質転換 （ ）を用いたアグロイ
ンフィルトレーション法では、 は局所的 サイレ
ンシングの抑制活性を有していた。その効果は
の より弱いものであり、また は
よりわずかに強い抑制能を示した。さらに、それぞれの
を発現する （ ）ベクターは、
に対し非常に強い病原性を示した。しかし、
この病原性とウイルスの蓄積量には相関は認められな
かった。以上から、 は 活性を持つと
ともに病原性に関与することが明らかになった。
． の病原性の分子機構
ハイポウイルスは、クリ胴枯病菌（子のう菌）に感染
し宿主のクリに対する病原性を著しく低下させる他、
様々な病徴を引き起こす。ハイポウイルスのパパイン様
プロテアーゼ は蛋白質分解酵素としてだけではなく、
病徴決定・ウイルス複製・伝搬にも関与する。すなわち、
機能獲得・消失試験により が ）ウイルスが惹起す
る分生子形成の抑制、色素形成の抑制に必要であること、
）ウイルス複製量・分生子への垂直伝搬の効率を高め
ること、が示された。 ）また、 による ）、 ）
の作用は他の宿主系統、別種のウイルスに対しても働く。
の ） ）の機能は蛋白質分解活性とは独立であ
ることが示された。
（ ）
（ ）
植物・微生物相互作用グループ
微生物は動物、植物と並ぶ生態系の一員として、分解
者として物質循環に貢献している。原核微生物として細
菌、ラン藻が、真核微生物として酵母、かびが含まれ、
環境適応能が高いことから、モデル細胞として細胞機能
解析に用いられる。
微生物機能開発グループでは、さまざまな微生物機能
を細胞・酵素・遺伝子レベルで解析して、生物の機能や
環境適応・進化機構を解明するとともに、細胞・酵素を
用いた有用物質の開発、遺伝子改変による酵素機能の改
良などを通じて直接的あるいは間接的に環境改善に貢献
することを目指している。
．合成高分子および環境汚染物質 の微生物分解
ポリエチレングリコール（ ）分解に関わる 脱水
素酵素の相同性に基づく モデリングを行い、変異酵
素を作成して活性部位や反応機構を解析した。また、
脱水素酵素（ ）を含むオペロン構造を明らか
にした。その過程で結合型 を有するニコチノプロ
テインアルデヒド脱水素酵素を見出したが、このタイプ
の酵素では最初の報告である。さらにポリプロピレング
リコール脱水素酵素や、ポリビニルアルコールの分解に
関わる 酵素をクローニングした結果、新規タイプのキ
ノヘムプロテインアルコール脱水素酵素を提唱した。
分解好熱菌 株の、分解系酵素遺
伝子群の塩基配列を決定し、これまでに単離された
分解菌由来の分解酵素群のアミノ酸配列と比較した結果、
株の配列は、 分解酵素群とは異なり、多環芳香
族化合物分解酵素群に属していた。大腸菌で発現した酵
素を精製して解析した結果、酵素は耐熱性を有し、高温
環境に適応していた。
．アルミニウム（ ）耐性菌の応用と機能解明
茶畑から分離した 耐性菌の土壌改善効果を調べ、
土木工事により出現する酸性切り土面の植生回復促進効
果や酸性土壌における小麦発芽促進効果を確認した。他
方、タイとの協同研究で、タイ土壌微生物叢の 影響
について 解析を行った。また、 変異耐性株か
らえた 耐性遺伝子候補を に導入し
て、耐性の付与を調べている。さらに、赤色酵母
で発見した、後成的な耐性獲得機構
の解析を進めた結果、耐性増加へのミトコンドリアの関
与を突き止め、耐性獲得の解析を行っている。
．原核生物におけるコレステロール、胆汁酸生合成
原油資化性及び乳化性を示す海洋細菌
はコレステロールおよび胆汁酸の生合成経路を有
することを発見した。これまで、胆汁酸の生合成は哺乳
類など真核生物の特徴とされていた常識を覆す結果で
あった。 は 種のみ知られているが、分離菌は
新種の可能性があり、分類学的な解析を行うとともに、
胆汁酸合成能がこの属の分類指標になる可能性も検討し
ている。また、生合成経路を調べるため、生合成経路中
間代謝物質の同定や鍵酵素となるオキシドスクワレンサ
イクラーゼのクローニングを試みている。
．土壌中の微生物生理活性モニタリング法の開発
微生物は有害物質を分解可能であるが、それらの生理
活性を計測し、分解活性を評価するモニタリング方法を
開発した。 分解微生物をモニターするため、蛍光を
発するビフェニル代謝中間体を指標とした活性検出法を
構築した。その際、ビフェニルの 位にアルキル鎖を付
加して疎水性を与えた基質類似体を用いた結果、菌体表
層に蛍光物質が蓄積し、分解微生物の蛍光検出に成功し
た。また、培養条件によって、蛍光強度が変化すること
の検出にも成功した。これにより、土壌中での分解微生
物の分解活性の推移が計測可能となった。
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（
）
（ ）
微生物機能開発グループ
本研究グループでは、資源植物を取り巻く気象環境要
因の解析と環境要因に対する植物の反応を、細胞、器官、
個体、群落、生態系の各種レベルで研究している。
．気象要因に対する植物の応答反応の研究
この数年間、乾燥土壌条件下における紅芒麦を栽培し
て、紅芒麦の乾燥ストレス耐性を解析してきた。新たに
シードパック栽培法を採用し、種々の濃度のポリエチレ
ングリコール水溶液で、紅芒麦とシラサギコムギを生育
させ、異なる水ポテンシャル条件下における紅芒麦とシ
ラサギコムギの生育特性、根の吸水速度と根の水ポテン
シャルの関係を解析した。低水ポテンシャル条件では、
紅芒麦の方がシラサギコムギよりも良く生育し、吸水能
力も高いことが明らかになってきた。また、イネ科の植
物の稈や、植物の実の空隙中の炭酸ガスなどの気体成分
の濃度や成分の経時変化の特性を研究している。
．生態系の保護、保全に関する研究
特異なカルスト地形である羅生門ドリ ネにおいて、
今年の春から再び気象観測を行っている。得られた観測
資料を整理し、ドリーネ内の杉林の伐採の影響、ドリー
ネ内部の洞窟閉鎖による影響を検討し、生態系の保護・
保全に関する研究を進めている。
．作物の湿害に関する研究
オオムギの水感受性と酸素濃度の関係について研究を
おこなった。低酸素濃度下での発芽は水感受性と関連が
大きかった。また、低酸素濃度下でのジベレリンによる
発芽促進およびアブシジン酸の抑制効果には、品種によ
り違いが見られた。
．生物季節への地球温暖化の影響に関する研究
中国四国地域のイロハモミジの紅葉期はここ 年で数
日間遅れていることが明らかになった。また、紅葉時期
と紅葉期直前の最低気温には、回帰関係が認められた。
倉敷地域 箇所での観測により、紅葉時期には紅葉前
日間の の低温の寄与が大きいことが明らかに
なった。
．瀬戸内地域の酸性雨に関する研究
香川大学の共同研究者と 数年間に及ぶ酸性雨の観測
を実施している。香川で降る雨の ％倉敷で降る雨の
％が酸性雨であり、瀬戸内地域での降雨の酸性化が著
しいことが明らかになった。また、倉敷では南南東の風
向時に香川では西の風向の時に が低くなる傾向が認
められた。
．建物緑化の環境効果の研究
研究所の屋上緑化プロジェクトに参加し、屋上緑化や
壁面緑化などの建物緑化時の温度環境の観測を行うと共
に、水生植物による屋上緑化技術について研究を進めて
いる。
（
）
植物気象生態グループ
当研究グループでは大腸菌、かび臭物質産生ラン藻（糸
状体）、酵母、高等植物を対象として、生命環境での様々
なストレスに対する応答反応や適応機構を解明している。
．かび臭物質産生ラン藻 における
ストレスに対する の応答機構に関する研究
ラン藻 から単離された リプレッ
サー は 遺伝子 と をコードするオペ
ロンの発現を抑制する。チオールに特異的な酸化剤であ
る を に曝露すると 及び
（ゲルシフトアッセイ法）の実験により、
錯体の生成が抑制されて 本種の の
が誘導されることが判明した。こうして は 価
（ ）及び 価（ ）の重金属だけでなく、
によって誘導される酸化ストレスに対しても応
答し、メタロチオネイン遺伝子 の発現を制御する
ことが初めて明らかになった。
．酵母を用いた 、 遺伝子の耐性機構の解析
と 遺伝子の重金属耐性機能を酵母形質転換
体を用いて解析したが、 遺伝子発現株は に対し
て感受性を示すという、興味深い結果を得た。また、
遺伝子は つの重金属感受性変異株（ と ）
で発現させると 耐性を示したことから、これらの変
異を相補すると思われる。
．植物の ストレスの耐性機構と発現誘導機構の解
析
から単離された新
規 耐性株、 株の耐性機構について解析した。そ
の結果タグの挿入により、その近傍の 遺伝子の
発現量が高まることで、根毛の生育が抑えられ根毛から
の 吸収が抑制されて耐性となると思われた。さらに
新規の 耐性遺伝子を野生植物から、単離することを
目的として、まず耐性を示す野生植物のスクリーニング
を行った。その結果、メリケンカルカヤ、ススキ、イタ
ドリ等の高度に耐性を示す候補を得た。現在、その耐性
機構に寄与する遺伝子群の単離をメリケンカルカヤの
ライブラリーを構築して開始している。
また、 誘導性 遺伝子のプロモーター領域
と ストレス下で結合する転写調節因子の単離を試み
ている。現在、その遺伝子候補群を得ている。
（ ）
（ ） （ ）
生命環境適応先端工学グループ
．大麦グループ
大麦グループでは、実験系等を含む栽培オオムギ約
系統と野生オオムギ約 系統を保有し、 種子
の増殖、遺伝的多様性の評価、特性データのデータベー
ス化、種子配布等の系統保存事業、 ゲノム解析の諸手
法を使ったオオムギ遺伝資源の機能開発に関する研究に
取り組んでいる。
．オオムギ遺伝資源の評価
休眠性の 解析
穂発芽性の育種的な対応の一つとしての利用が期待さ
れるオオムギの休眠性の遺伝解析を目的とし、倍加半数
体系統（ ）および染色体組換置換系統（ ）を用い
て 解析を行い、 、 の双方において 染
色体上に効果の大きな を見出した。この 近傍に
位置付けられるオオムギ との相同性から、この領域
はイネ第 染色体長腕と相同であることが明らかとなっ
た。現在、より詳細な座乗位置を明らかにする目的で、
マーカー数を増やして座乗位置の比較を行っている。
アミラーゼ遺伝子（ ）の分類
醸造用オオムギにおいて アミラーゼは重要な加水
分解酵素の一つである。これまでに本酵素の熱安定性及
びアイソザイム型を指標に 以上の栽培および野生
オオムギを評価し、稀少タイプを含め タイプに分類し
た。オオムギ遺伝資源から新規の アミラーゼ遺伝子
アリルの探索を目的に、これら全てのタイプの 遺
伝子 の配列を解析し、数多くの新規アリルを同定
した。
．オオムギ遺伝資源の分譲・配布
従来より継続して担当しているオオムギ種子の分譲・
配布に加えて、平成 年度よりナショナルバイオリソー
スプロジェクトによる ライブラリーの配布
事業も担っている。
クローンの配布
独自に開発したオオムギ への国内外からのリクエ
ストに対しての分譲業務を実施している。
クローンおよびライブラリーの分譲
独自に作製した国産の醸造用オオムギ品種 はるな二
条 を材料に作製した ライブラリーの各クローン、
選抜用プール ・高密度フィルターおよびライブラ
リーの全クローンセットについて、国内外の研究者のリ
クエストに応じて分譲した。
．オオムギのゲノム解析
戦略的創造研究推進事業（ ） 植物の機能と制
御 の研究領域 オオムギゲノム機能の開発と制御 で
は、岡山大学資源生物科学研究所附属大麦・野生植物資
源研究センターに保存されているオオムギ遺伝資源を用
いてオオムギの遺伝子情報を包括的に解析し、世界のオ
オムギゲノム研究におけるアジアのセンターを形成する
ことを目的としている。
オオムギ転写産物地図の構築
独自の 解析により得られた約 万のユニジーンの
）
）
（ ）
（ ）
（
）
（ ）
（ ）
大麦・野生植物資源グループ
大麦・野生植物資源研究センター
うち、約 を、 をベースとした幾つかの手
法（ 多型、 、 タイピング）を用い
てオオムギ連鎖地図上へマッピングした。
を用いて、発芽過程に発現する
タンパク質群の網羅的同定を目的としたプロテオーム解
析や、塩抵抗性の異なるオオムギ系統を材料に、塩スト
レス抵抗性系統特異的なタンパク質群の同定を目的とし
た発現タンパク質のプロファイル比較等の研究を実施し
種々の知見を得ている。
．野生植物
．外来植物のリスク評価と蔓延防止策に関する共同研
究
文部科学省科学振興調整経費による共同研究において
次の つの研究を担当している。
進入経路の特定と定着・分布拡大予測
リスク評価用データベースの開発
本年度はメリケンカルカヤの分布に関する研究に取り
組み、国立科学博物館、京都大学総合博物館、倉敷市立
自然史博物館、岡山大学資源生物科学研究所の標本を調
査し、国内における過去の分布地点を明らかにしつつあ
る。 年時点での国内における分布を調査し、
地点で分布を確認した。岡山県内に調査地点は 点
あり、岡山県における分布をほぼ明らかにした。
．地方植物目録の作成
総社市の植生を約 年間調査し、 科 種の維管
束植物の種類と分布を明らかにし、 総社市植物目録
として出版した。
岡山市の植生を約 年間調査し、岡山市と合併した旧
御津町、旧灘崎町と併せて、 科 種の種類と分布
を明らかにし、 岡山市植物目録 として出版した。
．岡山県適用農作物病害虫図鑑の監修
岡山県農業試験場と協力して上記図鑑を作成し、雑草
の部を監修した。
（ ）
植物の生長過程における細胞の生理機能や植物の有す
る多様性などを解明するために、生体細胞を構成する物
質を、生化学的手法を用いて、分子レベルで解析してい
る。
．イスノキ新葉より誘導したカルス組織の細胞壁マト
リックス多糖の性状
ヤノイスアブラムシ（ ）によるイ
スノキ（ ）葉の虫えい形成初期に、虫
えいの形成される細胞表層にカルス様組織が認められた。
虫えい形成機構を解明するために、イスノキカルスから
の細胞壁マトリックス多糖を、虫えいと健全葉のものと
比較した。カルス細胞壁から可溶化されたマトリックス
多糖含量は、健全葉より非常に高かったが、一方、健全
葉細胞壁中の全糖量はカルスや虫えいの 倍であった。
各々のマトリックス多糖を陰イオンカラムクロマトグラ
フィーで分画すると、カルスと虫えいから で
可溶化されるヘミセルロース中のキシロースに富んだ画
分が、健全葉と比較して非常に少なかった。この画分の
ゲル濾過の結果、カルス画分の溶出パター
ンは健全葉のものと大きく異なり、カルスと虫えいでは
のポリマーが著しく減少していることが明らか
になった。
．紅芒麦の細胞壁の機能解析
紅芒麦の耐乾性機構を解明するために、水耕栽培した
紅芒麦の茎から細胞壁を調製し、その構成糖組成を検討
した。生育過程において、アラビノース、キシロース、
ガラクトース含量は増加するが、グルコースは減少した。
さらに細胞壁マトリックス多糖の構造解析を進めている。
．塩ストレス抵抗性オオムギ根のプロテオーム解析
塩ストレス抵抗性オオムギで特異的に発現しているタ
ンパク質群を明らかにすることを目的として、二次元電
気泳動法（ ）によりタンパク質をスクリーニ
ングし、その構造を解析した。 塩化ナトリウム
を含む培養液で培養した塩ストレス抵抗性オオムギと塩
ストレス感受性オオムギの根のタンパク質抽出液を調製
し、固定化 勾配ゲル（ ）を用いた等電点電気
泳動を行った後、ゲルストリップをアルキル化処理し、
によりタンパク質を分離した。分離
したタンパク質を銀染色で検出した結果、塩ストレス抵
抗性オオムギで特異的に発現している 個のタンパク質
スポットを検出することができた。このうち、スポット
、 、 、 は塩ストレスで誘導され、スポット 、
は恒常的に発現していた。これらタンパク質スポット
をゲルから切り出してトリプシンによるゲル内消化を行
い 解析と や データ
ベースに対する サーチを行った結果、スポット 、
、 、 、 、 はそれぞれ タンパク質、カフェ
イン酸 メチルトランスフェラーゼ、グルタチオン
トランスフェラーゼ、グルタチオン トランス
フェラーゼ、 デヒドロアスコルビン酸還元酵素、パー
オキシダーゼと同定された。これらの結果は、塩ストレ
ス抵抗性オオムギが他の植物が環境ストレスに抵抗性を
示すために誘導する遺伝子がコードするタンパク質と同
様なものを過剰に発現することを示すものである。
（ ）
（ ）
細胞分子生化学グループ
本グループでは、光合成や呼吸などのエネルギー転換
に関わる細胞小器官（オルガネラ）である葉緑体（色素体）
とミトコンドリアに着目し、オルガネラが持つ環境適応
機能について解析を行っている。また、葉緑体とミトコ
ンドリアの遺伝様式を解析することにより、オルガネラ
育種に向けた基礎的な知見の獲得を目指している。
．葉緑体タンパク質の品質管理に関する研究
葉緑体に存在する光化学系タンパク質複合体は、光酸
化による傷害を恒常的に受けている。葉緑体の機能を維
持するためには、傷害を受けたタンパク質の品質管理が
重要な意味を持つ。品質管理とは傷害を受けたタンパク
質が分解されて新しいタンパク質と置き換わる修復サイ
クルを意味している。この修復サイクルにおいて分解を
担うタンパク質分解酵素として プロテーゼがある。
私たちは、これまでにシロイヌナズナの斑入り突然変異
体 ならびに 変異体の原因遺伝子が、葉緑体局在
型 （ と ）であることを明らかにした。葉
緑体タンパク質の品質管理機構ならびに斑入りが生じる
メカニズムの理解を進めるために、斑入りが抑制された
サプレッサー変異体の解析を行った。 変異体を突然
変異処理することによって得られた 変異体は、斑入
りを示さない、強光傷害からの光合成能の回復が 変
異体より早い等の表現型を示す。 変異体では葉緑体
のタンパク質合成に関与する因子（葉緑体型翻訳開始因
子 ）にアミノ酸置換が起きており、葉緑体のタンパク
質合成能が野生型ならびに 変異体よりも低下してい
ると考えられる。これらの結果は、葉緑体の光化学系タ
ンパク質複合体の品質管理において、傷害を受けたタン
パク質の分解と合成のバランスが重要であることを意味
している。
．高等植物におけるオルガネラ遺伝に関する研究
色素体とミトコンドリアはそれぞれが独自の （オ
ルガネラゲノム）を持つことが知られている。オルガネ
ラゲノムは、大半の被子植物では卵細胞からのみ後代に
遺伝する（母性遺伝する）。母性遺伝の分子機構は未解
明であるが、雄性配偶子（花粉）の発生過程でオルガネラ
が消失することが観察されている。オルガネラゲ
ノムの母性遺伝機構の分子機構を理解するために、花粉
発生過程においてオルガネラ の消失に異常を示す
変異体の探索を行っている。現在までに成熟花粉の栄養
細胞においてオルガネラ が残存する変異体を複数
系統得ており、解析を進めている。
また、緑色蛍光タンパク質を用いて生きた花粉におい
て色素体とミトコンドリアを可視化する系を開発した。
この系を用いて、花粉発生過程、花粉発芽時ならびに受
精時における色素体とミトコンドリアの動態を観察し、
新たな知見の獲得を目指している。生きたままの花粉に
おいてこれらのオルガネラを可視化した研究例は過去に
なく、独創的な成果が期待できる。
（
）
（ ）
遺伝資源機能解析グループ
核機能分子解析グループ
教 授 村 田 稔
助 手 小 倉 豊
助 手 長 岐 清 孝
技 術 職 員 柏 原 壱 成
外国人客員教授
科技団研究員 柴 田 洋
科技団研究補助員 横 田 悦 子
技術補助員（ ） 谷 明 憲
大学院（博士前期 年）
大学院（博士前期 年） 脇 本 宗 徳
作物種子科学グループ
教 授 野 田 和 彦
助 教 授 山 崎 良 樹
技 術 職 員 松 浦 恭 和
非常勤研究員 氷 見 英 子
非 常 勤 職 員 村 田 泰 子
大学院（博士後期 年） 大 西 成 人
大学院（博士前期 年） 濱 田 賢 一
植物ストレス応答分子解析グループ
教 授 馬 建 鋒
助 教 授 山 本 洋 子
助 手 佐々木 孝 行
技 術 職 員 力 石 早 苗
非 常 勤 職 員 有 吉 美智代
非 常 勤 職 員 小 松 和 枝
非 常 勤 職 員 佐々木 泰 代
ポスドク 古 川 純
産学連携ポスドク 山 地 直 樹
大学院（博士後期 年） 菊 井 聖 士
大学院（博士後期 年） 上 野 大 勢
大学院（博士後期 年） 玉 井 一 規
大学院（博士後期 年） 元 田 弘 敏
大学院（博士前期 年） 福 山 幸 樹
大学院（博士前期 年） 土 屋 善 幸
大学院（博士前期 年） 小 塚 正太郎
特 別 研 究 生 三 谷 奈見季
特 別 研 究 生 廣 田 芳 幸
特 別 研 究 生 黄 朝 鋒
特 別 研 究 生
研 究 生 山 口 雪 子
分子生理機能解析グループ
助 教 授 且 原 真 木
助 手 柴 坂 三根夫
研 究 支 援 員 篠 野 静 香
外国人特別研究員
外国人特別研究員 （ 月まで）
大学院（博士後期 年） 張 俊 巧
作物ゲノム育種グループ
教 授 前 川 雅 彦
助 手 力 石 和 英
助 手 宇都木 繁 子
技 術 職 員 西 村 秀 希
日本学術振興会外国人特別研究員
非常勤研究員 池 田 恭 子
技 術 補 佐 員 小 林 洋 子
技 術 補 佐 員 中 野 聖 子
技 術 補 佐 員 平 松 和 恵
技 術 補 佐 員 尾 上 陽 子
技 術 補 佐 員 小 引 智 恵
非常勤研究員 別 府 まゆみ
（ 平成 年 月 日）
環境昆虫機能グループ
教 授 積 木 久 明
助 手 吉 田 英 哉
助 手 園 田 昌 司
技 術 職 員 泉 洋 平
外国人客員教授
（平成 年 月 年 月末）
日本学術振興会外国人特別研究員
大学院（博士後期 年） 田 睿 林
大学院（博士前期 年） 安尼瓦尓 庫尓班
化学ストレス生態応答グループ
教 授 青 山 勳
助 手 森 泉
技 官 西 崎 日佐夫
非 常 勤 職 員 藤 井 美和子
朴 明 玉
大学院（博士後期 年） 雷 磊
大学院（博士後期 年）
大学院（博士後期 年）
大学院（博士後期 年）
大学院（博士前期 年） 中 村 洋 文
大学院（博士前期 年） 馬 場 美 衣
大学院（博士前期 年） 藤 原 拓 洋
大学院（博士前期 年） 吉 岡 篤 史
大学院（博士前期 年） 岡 崎 系 祐
大学院（博士前期 年）
植物・微生物相互作用グループ
教 授 玉 田 哲 男
助 教 授 鈴 木 信 弘
助 手 近 藤 秀 樹
技 術 職 員 丸 山 和 之
構成員（ ）
客 員 研 究 員
（ ）
客 員 研 究 員 （ ）
非常勤研究員
大学院（博士後期 年） 千 葉 壮太郎
大学院（博士後期 年）
大学院（博士後期 年）
大学院（博士後期 年）
大学院（博士後期 年）
大学院（博士前期 年） 荒 木 浩 行
大学院（博士前期 年） 廣 門 知 紗
大学院（博士前期 年）
大学院（博士前期 年） 平 山 さよこ
微生物機能開発グループ
教 授 河 合 富佐子
助 教 授 金 原 和 秀
助 手 谷 明 生
技 術 職 員 清 水 頼 子
大学院（博士後期 年） 劉 欣
大学院（博士後期 年）
大学院（博士後期 年） 飯 島 想
大学院（博士後期 年） 張 弦
大学院（博士後期 年）
大学院（博士前期 年） 南 俊 行
大学院（博士前期 年） 井 上 千恵美
大学院（博士前期 年） 大 崎 哲 史
大学院（博士前期 年） 金 坂 貴 志
大学院（博士前期 年） 川 原 孝 哉
大学院（博士前期 年） 川 本 真二郎
特別研究学生 下 村 有 美
研究所研究生 胡 小 平
非 常 勤 職 員 玄 馬 美 鈴
植物気象生態グループ
教 授 米 谷 俊 彦
助 教 授 田中丸 重 美
技 術 職 員 宮 下 晃 一
大学院（博士前期 年） 川 慶
生命環境適応先端工学グループ
助 教 授 中 島 進
助 教 授 江 崎 文 一
研究支援推進員 明 石 加奈子
（ 平成 年 月 日）
研究支援推進員 菅 生 智 美
（平成 年 月 日 ）
日本学術振興会 外国人特別研究員
大学院（博士後期 年） 廣 瀬 和 信
大学院（博士後期 年） 田 川 信 也
大学院（博士前期 年） 中木原 江 利
大学院（博士前期 年） 山 本 佳 史
大麦・野生植物資源グループ
大 麦
教 授 武 田 和 義
助 教 授 佐 藤 和 広
助 手 最 相 大 輔
技 術 職 員 石 井 誠
非常勤研究員 堀 清 純
非常勤研究員 杉 本 恵
（ 平成 年 月 日）
科技団技術員 南 角 奈 美
科技団研究補助員 元 井 由 加
科技団研究補助員 植 木 英 雄
科技団事務員 田 辺 千 賀
非 常 勤 職 員 明 楽 映里子
非 常 勤 職 員 大 熊 淑 江
非 常 勤 職 員 村 田 泰 子
非 常 勤 職 員 尾 上 節 子
非 常 勤 職 員 高 旗 久 実
大学院（博士前期 年） 畑 徹
大学院（博士前期 年） 水 上 仁
野生植物
助 教 授 榎 本 敬
大学院（博士前期 年） 小 澤 祐 二
非 常 勤 職 員 小 橋 理絵子
非 常 勤 職 員 林 智 子
非 常 勤 職 員 仁 木 葉 子
非 常 勤 職 員 裾 分 由美子
非 常 勤 職 員 島 岡 浩 恵
細胞分子生化学グループ
助 教 授 今 野 晴 義
助 教 授 杉 本 学
非 常 勤 中 戸 孝 子
大学院（博士後期 年） 藤 谷 典 志
大学院（博士前期 年） 大 橋 千 夏
大学院（博士前期 年） 堀 内 映 実
遺伝資源機能解析グループ
教 授 坂 本 亘
助 手 松 島 良
外国人客員教授 蘇 都 莫 日 根
非 常 勤 職 員 小童谷 利 恵
非 常 勤 職 員 服 部 千恵子
非 常 勤 職 員 岩 見 育 代（ 月まで）
大学院（博士前期 年） 久 保 美 和
大学院（博士前期 年） 三 浦 栄 子
核機能分子解析グループ（ ）
村田 稔 植物育種学辞典（日本育種学会編）（分担）、養賢堂。
（ ）
作物種子科学グループ（ ）
（ ）
（ ）
野田和彦 植物育種学辞典（日本育種学会編）（分担）、養賢堂。
植物ストレス応答分子解析グループ（ ）
古川純、馬建鋒 講座 植物栄養学研究へのゲノム科学のインパクト 第 回 植物のミネラルストレス研究
におけるプロテオミクスの応用 日本土壌肥料学雑誌 第 巻 号 印刷中（
）
（ ）
出版物リスト
（ ）
佐々木孝行・山本洋子 アルミニウム毒性の多様性と作物にみられる耐性の分子メカニズム 化学と生物
（
（ ） ）
（ ）
分子生理機能解析グループ（ ）
且原真木． ．植物のアクアポリンの働き みずみずしい体のしくみ 水の通り道 アクアポリン の働きと病
気，第 回 大学と科学 公開シンポジウム講演収録集 クバプロ
（
作物ゲノム育種グループ（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
環境昆虫機能グループ（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（
）
（ ）
（
） （ ）
（ ）
化学ストレス生態応答グループ（ ）
（ ）
（ ）
朴 明玉、青山 勳、田中 勝（ ）医療（感染性）廃棄物の中間処理の滅菌効果および安全性評価．廃棄物学
会論文集．
植物・微生物相互作用グループ（ ）
（
）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
鈴木信弘（ ）マイコウイルス学の新展開 作物保護の新展開 バイオサイエンスのかけはし （羽柴輝良編）
ソフトサイエンス社
微生物機能開発グループ（ ）
河合富佐子， ． ．教科書の常識を変える細菌， 属，化学と生物， ．
（ ）
（ ）
河合富佐子． ポリエーテル， エコマテリアルハンドブック ，丸善，印刷中．
植物気象生態グループ（ ）
米谷俊彦 ．気象環境ストレス下における作物の適応反応の実験的研究．気候変動条件下の農業気象環境の保
全と食料生産の向上．日本学術会議農業環境工学研究連絡委員会 気候変動条件下の農業気象環境の保全と食
料生産の向上 小委員会編． ．（
）
（ ） 、
（ ）
生命環境適応先端工学グループ（ ）
（ ）
（ ）
大麦・野生植物資源研究センター（ ）
大麦・野生植物資源グループ（ ）
．大麦（ ）
目黒直樹・最相大輔・中園幹生 酸化ストレスとミトコンドリア機能． ．蛋白質 核酸 酵素
（
）
．野生植物（ ）
榎本敬（監修）． ．岡山県適用農作物病害虫雑草図鑑（雑草の部）． ．山陽放送株式会社．
（
）
狩山俊悟・小畠裕子・榎本敬． ．岡山県新産の帰化植物（ ）．倉敷市立自然史博物館研究報告 ．
（
（ ） ）
榎本敬． ．ヒロハホウキギク．倉敷の自然． ．
（
）
浅井元朗・黒川俊二・清水矩宏・榎本敬． ．輸入乾牧草に混入していた雑草種子の同定．
（別） ．
（
（ ） ）
片岡博行・榎本敬・木下延子・溝手啓子・片山久・一色昌子・小畠裕子・狩山俊悟． ．総社市植物目録． ．
岡山県総社市生活環境部環境課．
（
）
小畠裕子・狩山俊悟・榎本敬・仁木葉子編． ．岡山市植物目録． ．岡山市役所環境局環境保全部環境調
整課．
（
）
榎本敬． ．セイタカアワダチソウは戦前に日本に侵入し、戦後大きく広がった．植調 （ ） ．
（
（ ） ）
榎本敬． ．水田雑草は人が育てている？！田んぼの生き物図鑑． ．山と渓谷社．
（
）
榎本敬・半場祐子． ．安定同位体炭素比を用いたイネ科植物の ， 判定．第 回アジア太平洋雑草学会．
（
）
細胞分子生化学グループ（ ）
今野晴義． ．野生コケ・シダ植物の有する有害重金属の蓄積機能の解明と汚染地域の環境浄化．山陽放送学術
文化財団リポート 第 号 （ ）
（
）
遺伝資源機能解析グループ（ ）
（ ）
坂本 亘． ．葉緑体の膜プロテアーゼによるタンパク質の品質管理．生化学 ．
（ ）
林純一・杉山康雄・坂本亘・田中寛・正木晴彦編． ．二層膜オルガネラの遺伝学．蛋白質核酸酵素増刊号
（ ）共立出版．
（ （ ）
（ ） ）
蘇都莫日根・坂本亘． ．高等植物ミトコンドリアの母性遺伝．蛋白質核酸酵素 ．
（
）
坂本亘・林純一． ．オルガネラダイナミクス研究の現状と展望．蛋白質核酸酵素 ．
（
）
坂本亘． ．葉緑体分化と蛋白質分解系．蛋白質核酸酵素 ．
（
核機能分子解析グループ（ ）
植物ストレス応答分子解析グループ（ ）
（
）
分子生理機能解析グループ（ ）
国際会議およびシンポジウム
（ ）
（ ）
（ ）
作物ゲノム育種グループ（ ）
環境昆虫機能グループ（ ）
（ ）（ ）
化学ストレス生態応答グループ（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
植物・微生物相互作用グループ（ ）
（
）
微生物機能開発グループ（ ）
生命環境適応先端工学グループ（ ）
大麦・野生植物資源研究センター（ ）
大麦・野生植物資源グループ（ ）
．大麦（ ）
．野生植物（ ）
細胞分子生化学グループ （ ）
杉本 学．ストレス応答遺伝子の解析 塩ストレス抵抗性植物作出に向けて ． 年度岡山大学重点プロジェ
クト 植物医科学 第 回シンポジウム，岡山， 月 日，
遺伝資源機能解析グループ（ ）
（ ）
核機能分子解析グループ（ ）
長岐清孝・村田稔 サトウキビにおける動原体特異的ヒストンの解析および動原体 の同定．日本育種学会第
・ 回講演会、つくば市、 年 月 日
（
）
長岐清孝．セントロメアのパラドックス．第 回生物進化・細胞遺伝談話会、つくば市、 年 月 日
（ ）
横田悦子・柴田洋・村田稔 シロイヌナズナに新規に見出されたダイセントリック環状染色体の解析．日本遺伝学
会第 回大会、東京、 年 月 日
（
）
柴田洋・横田悦子・村田稔 シロイヌナズナ形質転換体に見出された偽二動原体型染色体．日本遺伝学会第 回大
会、東京、 年 月 日
（
）
長岐清孝・柏原壱成・村田稔 動原体特異的ヒストン を用いたルズラ分散型動原体の分子解析．日本遺伝学会
第 回大会、東京、 年 月 日
（
）
村田稔 植物セントロメアの機能構造 変異性と保存性．日本遺伝学会第 回大会、ミニシンポジウム 染色体研
究の新しい展開 、東京、 年 月 日
（
）
村田稔 植物セントロメアの分子構造と人工染色体構築の可能性．第 回染色体コロキウム 植物学と染色体、神
戸市、 年 月 日
（
）
長岐清孝 植物の動原体に局在するレトロトランスポゾン．第 回日本分子生物学会年会、福岡市、 年 月
日
（
）
作物種子科学グループ（ ）
野田和彦 穂発芽研究をするための実験プロとコール、第 回穂発芽研究会ワークショップ（ 、 月 月
日、札幌、 北農ビル 会議室）
氷見英子・野田和彦 およびアンチセンス法による 遺伝子の機能抑制、第 回穂発芽研究会ワークショッ
プ（ ， 月 月 日、札幌、 北農ビル 会議室）
氷見英子・野田和彦 コムギフラボノイド色素合成に関与する 遺伝子の座乗位置と発現解析、育種学会 第 、
回講演会、育種学研究 （別冊 、 号） ，（ ） 筑波大学 月 、 日
（ ） （ ）
大西成人・氷見英子・野田和彦 コムギにおける （ ）様遺伝子の単離と発現解析 育種
学会 第 、 回講演会、育種学研究 （別冊 、 号） 、（ ） 筑波大学 月 、 日
（ ）
（ ） （ ）
講演およびシンポジウム発表
濱田賢一・氷見英子・野田和彦 コムギの 様遺伝子の単離 育種学会 第 、 回講演会、育種学研究
（別冊 、 号） 、（ ） 筑波大学 月 ， 日
（ ） （ ）
野田和彦 コムギ種子の成熟 乾燥と代謝停止、第 回日本発生生物学会、東北大学、ワークショップ招待講演、 ，
月 日
（ ）
野田和彦 コムギの粒色と休眠性、第 回日本穀物科学研究会、大阪国際交流センター、 ， 月 日
（ ）
山崎良樹・今野晴義 銅イオン存在下で生育するホンモンジゴケの澱粉分解酵素に関する研究、日本農芸化学会中
四国支部第 回講演会、岡山大学創立 周年記念館、 ， 月 日
山崎良樹・今野晴義 銅イオン存在下で生育するホンモンジゴケの グルコシダーゼに関する研究、日本農芸化
年度札幌コンベンションセンター、 月 ， 日
植物ストレス応答分子解析グループ（ ）
古川純、馬建鋒 アルミニウムによる有機酸分泌機構における の役割 ─シロイヌナズナ 欠損変異体に
よる解析─ 日本土壌肥料学会年会 島根 月 日 日、 （
日本土壌肥料学会年会 島根 月 日 日、 （
）
馬建鋒、黄朝鋒、上野大勢、長村吉晃 アルミニウム障害の網羅的解析 日本土壌肥料学会年会 島根 月 日
日、 （
）
馬 建鋒 イネのケイ酸要求性と吸収特性 日本土壌肥料学会年会 島根 月 日 日、 （
イネアルミニウム耐性遺伝子のマッピング 日本植物生理学会年会 新潟 月
日、 ．（
）
日
本植物生理学会年会 新潟 月 日 日、 （
）
三谷奈見季、山地直樹、玉井一則、小西佐江子、矢野昌裕、村田佳子、馬 建鋒 イネケイ酸吸収関連遺伝子の機
能解析 日本土壌肥料学会年会 島根 月 日 日、 （
）
玉井一規、武岡祐子、小西左江子、矢野昌裕、藤原 徹、馬 建鋒
（ ） 日本植物生理学会年会 新潟 月 日、
（
（ ）
玉井一規、三谷奈見季、山地直樹、小西左江子、矢野昌裕、馬 建鋒 新規イネケイ酸吸収関連遺伝子 の単離
と解析 日本土壌肥料学会年会 島根 月 日 日、 （
）
上野大勢、 岩下 孝、馬 建鋒 重金属超集積植物 におけるカドミウムの輸送特性の解析 日
本土壌肥料学会年会 島根 月 日 日、 （
）
江崎文一、佐々木清邦、松本英明、中島進 両遺伝子の示す ストレス耐性機構に関する解析
遺伝子は酸化ストレスの抑制に、 遺伝子は イオンの排出に関与する 第 回日本植物生理学
会 新潟 月 日 （
）
福山幸樹、佐々木孝行、山本洋子、松本英明 ライムギの 応答による有機酸放出と 様遺伝子発現との関
連性 第 回日本植物生理学会 新潟 月 日 （
）
菊井聖士、山本洋子、前川雅彦、松本英明 初生根形成過程におけるイネのアルミニウム耐性機構の解析 第 回
日本植物生理学会 新潟 月 日 （
）
菊井聖士、佐々木孝行、前川雅彦、山本洋子 根端から地上部へのアルミニウム移行に着目したイネ 耐性機構
の解析 日本土壌肥料学会 島根 月 日 （
）
佐々木孝行、山本洋子、 、 、有吉美智代、松本英明 コムギ 形質転換植物
のアルミニウム耐性 第 回日本植物生理学会 新潟 月 日 （
）
土屋善幸・山本洋子・河野智謙・古市卓也・松本英明 タバコ培養細胞におけるアルミニウムによる細胞質
濃度の変動と他のアルミニウム応答反応との関連 第 回日本植物生理学会 新潟 月 日
（
）
（第 回日本植物生理学会 新潟 月 日
）
山本洋子、力石早苗、松本英明 タバコ培養細胞におけるアルミニウムによるショ糖・ 共輸送体の阻害と糖欠
乏による細胞死の誘発 第 回日本植物生理学会 新潟 月 日 （
）
山本洋子、力石早苗、野沢彰、 、平館俊太郎、松本英明 アルミニウム応答反応におけるサリチル酸
の関わり 日本土壌肥料学会 島根 月 日 （
）
山本洋子 植物培養細胞によって明らかになった膜を介したアルミニウム障害と耐性機構 第 回植物生体膜シ
ンポジウム、富山 月 日 （
）
分子生理機能解析グループ（ ）
柴坂三根夫、且原真木．イネゲノム中の全ての ファミリー遺伝子．日本植物生理学会 年度年会（新潟）
年 月 日 日
（
）
且原真木、柴坂三根夫、半場祐子．アクアポリンの多様性と多面性 耐塩性や光合成との関係．（シンポジウム
アクアポリンの多様性 構造、機能、局在）日本植物生理学会 年度年会（新潟） 年 月 日 日
（
）
且原真木．岡山県南部に適化した薄層省管理緑化の新システムの開発．大学発新事業創出促進事業 技術シーズ発
信会 （岡山） 年 月 日
（
）
紙本宣久，且原真木．オオムギの 遺伝子および液胞膜型 遺伝子の同定と機能解析 第 回日本植物学会
（富山） 年 月 日 日
（
（ ） ）
且原真木、紙本宣久．オオムギの液胞膜型 （ ） 第 回植物生体膜シンポジウム（富山）
年 月 日
（ （ ）
）
且原真木．水チャネル・ 遺伝子ファミリーの多様な機能 第 回ムギ類研究会（京都） 年 月 日
（
）
作物ゲノム育種グループ（ ）
宇都木繁子・中村信吾・前川雅彦．種子のアブシジン酸応答に関わるコムギ タンパク質の解析．日本分子生
物学会年会、福岡、 年 月 日．
（
）
環境昆虫機能グループ（ ）
・吉田英哉・泉 洋平・積木久明． ．オオタバコガの温度による休眠誘導について．第 回日
本応用動物昆虫学会大会（
）
・吉田英哉、泉洋平・積木久明． ．オオタバコガの低温耐性 ．平成 年度日本応用動物昆虫
学会中国支部・昆虫学会中国支部合同例会（
．
）
田 睿林・泉 洋平・飯塚勇二・中牟田潔・高梨琢磨・福本毅彦・斎藤哲夫・積木久明． ．忌避剤による果実
吸蛾類の忌避反応．第 回日本応用動物昆虫学会大会．（
）
田 睿林・泉 洋平・斎藤哲夫・福本毅彦・積木久明． ．モモトラップによる果実吸蛾類の捕獲に及ぼす忌避
剤の影響．応動昆中国支部会報（
）
福本活恵・園田昌司・泉洋平・吉田英哉・積木久明． ．ニカメイガの低温耐性に関与する遺伝子の解析．第
回日本応用動物昆虫学会大会（
）
泉 洋平・片桐千仭・積木久明． ニカメイガ幼虫における脂質の変化．第 回日本応用動物昆虫学会大会．
（
）
泉 洋平・片桐千仭・積木久明． ．ニカメイガ幼虫における脂質の変化 ．日本応用動物昆虫学会中国支部・
日本昆虫学会中国支部合同例会（
）
園田昌司・積木久明． ．コナガのキチン合成阻害剤抵抗性に関与するグルタチオン トランスフェラーゼ
（ ）遺伝子の解析．第 回日本応用動物昆虫学会大会．（
）
化学ストレス生態応答グループ（ ）
朴 明玉、中村洋文、西崎日佐夫、雷 磊、青山 勳（ ）海水を含む産業廃棄物埋立処分場浸出水中 の
光・微生物分解と化学物質のバイオアッセイ． 回日本水環境学会研究発表会．千葉． 月 日
（ ）
（ ）
（ ）
第 回水環境学会研究発表会． 月
─ 日．千葉 （ ）
（ ）
日本環境毒性学会研究発表会．
月 日 月 日．東京
（ ）
第 回廃棄物学会研究発表会． 月 日 月 日．仙台
植物・微生物相互作用グループ（ ）
近藤秀樹・玉田哲男 ランえそ斑紋ウイルス構造タンパク質の に対する病原性 平成 年度日
本植物病理学会大会 静岡 月 日 （
）
廣門知紗・近藤秀樹・玉田哲男 ランえそ斑紋ウイルス構造タンパク質の相互作用と核移行性について 平成 年
度日本植物病理学会大会 静岡 月 日 （
）
・ ・近藤秀樹・玉田哲男 の機能解析 に対する病原
性 平成 年度日本植物病理学会大会 静岡 月 日 ．（
）
玉田哲男・千葉壮太郎・近藤秀樹 と抵抗性宿主にみられる 様および 様反応について 平成 年度日本
植物病理学会大会 静岡 月 日 ．（
）
近藤秀樹・廣門知紗・玉田哲男 ランえそ斑紋ウイルス構造タンパク質の核移行と 様構造との関連性 平
成 年度日本植物病理学会関西部会 月 日 （
）
玉田哲男・千葉壮太郎・ ・ ・近藤秀樹 の宿主特異的維管束
移行について 平成 年度日本植物病理学会関西部会 月 日 （
）
・近藤秀樹・玉田哲男 遺伝子導入植物に見られるエソモザイク症状の解析 平成 年度
日本植物病理学会関西部会 月 日 （
）
孫麗英・丸山和之・鈴木信弘 ハイポウイルスにコードされたパパイン様プロテアーゼの機能解析 第 回中国四国
ウイルス研究会 川崎医療福祉大学 月 日 （
）
鈴木信弘 クリ・クリ胴枯病菌・マイコウイルスのダイナミックな関係 病気になった植物を治療するウイルス
第 回岡山大学学内 植物医科学シンポジウム、岡山大学、 月 日 （
）
微生物機能開発グループ（ ）
、谷 明生、河合富佐子． ．日本農
芸化学会中四国支部第 回講演会、 、岡山．
下村有美、羽場洋介、志村稔、河合富佐子、金原和秀．微生物細胞集団の活性モニタリング手法の開発
（ ）．日本農芸化学会中四国支部第
回講演会、 ，岡山．
川原孝哉、谷 明生、金原和秀、河合富佐子．赤色酵母 の 耐性獲得機構における
の 役 割（
）．日本農芸化学会 年度大会、 、札幌．
谷 明生、川原孝哉、田中陽子、金原和秀、河合富佐子．赤色酵母 の 耐性獲得機構
（ ）．日本農芸化学会 年度大会、 、
札幌．
大田毅、竹市真由子、谷 明生、金原和秀、河合富佐子．ポリエチレングリコール（ ）代謝に関わる
由来ニコチノプロテイン・アルデヒド脱水素酵素遺伝子の発現
（
）．日本農芸化学会 年度大会、 、札幌．
、谷 明生、金原和秀、河合富佐子．
．日本農芸化学会 年度大会、 、札幌．
羽場洋介、下村有美、志村稔、河合富佐子、金原和秀． 誘導体を用いたポリ塩化ビフェニル分解菌の検出
法の開発（
）．日本農芸化学会 年度大会、 、札幌．
飯島 想、 、金原和秀、河合富佐子．海洋細菌 由来の高分子バイオサーファクタント
の生産（ ）．日本農芸化学会中四国支部第
回講演会、 、山口．
羽場洋介、下村有美、志村稔、河合富佐子、金原和秀． 誘導体を用いた 分解菌検出法の開発
（ ）．
環境バイオテクノロジー学会 年度大会、 、東京．
下村有美、大野隆造、金原和秀．バイオレメディエーションにおける微生物細胞モニタリング手法の開発
（ ）．化学工学会第 回秋季大会、
、岡山．
下村有美、金坂貴志、河合富佐子、大野隆造、金原和秀．コロニー形成初期における微生物生理活性の変化とその
意味（ ）．第 回日本微生物生態学会、
、福岡．
下村有美、金坂貴志、河合富佐子、大野隆造、金原和秀．化学物質がコロニー形成に与える影響の評価
（ ）．平成 年度日本生物工学会大会、 、
つくば．
植物気象生態グループ（ ）
米谷俊彦・宮下晃一・田中丸重美 ．植物体内の気体濃度の測定 ．中国・四国の農業気象 ．
（
）
宮下晃一・吉川 慶・田中丸重美・米谷俊彦 ．水生植物による屋上緑化．中国 四国の農業気象 ．
（
）
杉本奈保・鈴木晴雄・松村伸二・田中丸重美 ．瀬戸内地域における雨水・大気中の酸性変化 ．中国・四国
の農業気象 ．
（
）
吉川 慶・宮下晃一・田中丸重美・米谷俊彦 ．紅芒麦とシラサギコムギの根の生育特性の比較．
（
）
生命環境適応先端工学グループ（ ）
江崎文一・佐々木清邦・松本英明・中島 進． 両遺伝子の示す 耐性機構に関する解析 遺
伝子は酸化ストレスの抑制に、 は イオンの排出に 関連する．日本植物生理学会， 年 月 日
日，新潟市．
（
）
江崎文一・清原寛之・明石加奈子・菅生智美・中島 進．アラビドプシスのアクティベーションタギングラインを
用いた 耐性機構の解析．日本土壌肥料学会 年 月 日 日，松江市．
（
）
廣瀬和信・江崎文一・劉トン・中島 進 かび臭物質産生ラン藻におけるメタロチオネイン の ストレス
に対する抗酸化作用．第 回メタロチオネイン研究会（ 基礎並びに臨床への展開）， 年 月 日
日，前橋市．
（
（
） ）
中島 進・廣瀬和信・江崎文一・劉トン・ ．かび臭物質産生ラン藻のメタロチオネイン遺伝子の発現
を制御するリプレッサーの解析 第 回メタロチオネイン研究会（ ，基礎並びに臨床への展開），
年 月 日 日，前橋市．
（
（
） ）
劉トン・中島 進・廣瀬和信・江崎文一・ ．かび臭物質産生ラン藻の重金属輸送体遺伝子の発現制御
に関わるリプレッサーの解析．日本水処理生物学会，第 回大会， 年 月 日 日，静岡市．
（
）
廣瀬和信・江崎文一・劉トン・中島 進．かび臭物質産生ラン藻 における ストレスに対
するメタロチオネインの機能解析．日本水処理生物学会 第 回大会， 年 月 日 日，静岡市．
（
）
廣瀬和信・江崎文一・劉トン・中島 進． ストレスに対する の の応答に関する分子機
構 かずさ 研究所 研究会 ラン藻の分子生物学 ， 年 月 日 日，千葉県木更津市．
（
）
大麦・野生植物資源研究センタ （ー ）
大麦・野生植物資源グループ（ ）
．大麦（ ）
杉本 恵・佐藤和広・武田和義・斎藤彰・白子幸男．オオムギ組換え自殖集団におけるムギ類萎縮ウイルス抵抗性
の評価と 解析．日本植物病理学会講演会 平成 年 月 日、静岡グランシップ（静岡県コンベンショ
ンアーツセンター）
（
（ ）
）
南角奈美・植木英雄・元井由加・佐藤和広・武田和義．オオムギ高密度転写産物地図の構築．日本育種学会第 ・
回講演会 平成 年 月 ・ 日、筑波大学
（
）
堀清純・佐藤和広・武田和義．オオムギ休眠性 の単離に向けた強連鎖マーカーの検出．日本育種学会第 ・
回講演会 平成 年 月 ・ 日、筑波大学
（
）
高橋秀和・赤木宏守・森宏一・武田和義・佐藤和広． 法によるオオムギのゲノムマッピング．日本育
種学会第 ・ 回講演会 平成 年 月 ・ 日、筑波大学
（
）
田中紀史・新倉聡・武田和義．キャベツの結球性に関する遺伝分析． キャベツ ハボタンならびにキャベツ ケー
ルの 集団における結球性の解析．日本育種学会第 ・ 回講演会 平成 年 月 ・ 日、筑波大学
（）
武田真・安藤裕崇・一井眞比古・武田和義・ ．アメリカ産オオムギ属野生種の倍数性進化に
関する分子細胞遺伝学的解析．日本育種学会第 ・ 回講演会 平成 年 月 ・ 日、筑波大学
（
）
最相大輔・張文勝・石井誠・佐藤和広・武田和義． オオムギ遺伝資源からの アミラーゼ新規アリルの探索．日
本育種学会第 ・ 回講演会 平成 年 月 ・ 日、筑波大学
（
）
藤谷典志・寺田理恵・前川雅彦・岡田吉弘・伊藤一敏・飯田滋・武田和義・今野晴義・杉本学．塩ストレス抵抗性
オオムギに関する研究 ．恒常的に高発現する 酸化酵素遺伝子の機能 日本育種学会第 ・ 回講演会
平成 年 月 ・ 日、筑波大学
（
）
杉本学・杉本恵・佐藤和広・武田和義．塩抵抗性オオムギ根で特異的に発現しているタンパク質のプロテオーム解
析．日本育種学会第 ・ 回講演会 平成 年 月 ・ 日、筑波大学
（
）
．野生植物（ ）
榎本敬・半場祐子．安定同位体炭素比を用いたイネ科植物の ， 判定．日本雑草学会．名古屋． 月 日 日，
．
（
）
細胞分子生化学グループ（ ）
藤谷典志・岡田吉弘・伊藤一敏・武田和義・今野晴義・杉本 学．塩ストレス抵抗性オオムギで発現する 酸
化酵素遺伝子のクローニング．日本農芸化学会中四国支部第 回講演会、岡山、 月 日、 ．
（
）
藤谷典志・寺田理枝・前川雅彦・岡田吉弘・伊藤一敏・飯田 滋・武田和義・今野晴義・杉本 学．塩ストレス抵
抗性オオムギに関する研究 ．恒常的に高発現する 酸化酵素遺伝子の機能．日本育種学会第 ・ 回
講演会、 月 日、筑波、 ．
（
）
杉本 学・杉本 恵・佐藤和広・武田和義．塩抵抗性オオムギ根で特異的に発現しているタンパク質のプロテオー
ム解析．日本育種学会第 ・ 回講演会、 月 日、筑波、 ．
（
）
杉本 学・杉本 恵・佐藤和広・武田和義．オオムギの網羅的タンパク質マップ構築のためのプロテオーム解析．
第 回日本分子生物学会年会、 月 日、博多、 ．
（
）
山崎良樹・今野晴義．銅イオン存在下で生育するホンモンジゴケの澱粉分解酵素に関する研究．日本農芸化学会中
四国支部第 回講演会、岡山、 月 日、 ．
（）
山崎良樹・今野晴義．銅イオン存在下で生育するホンモンジゴケの グルコシダーゼに関する研究．日本農芸化
学会 年度大会、札幌、 月 日、 ．
（
）
遺伝資源機能解析グループ（ ）
坂本 亘．葉緑体における の欠損と 斑入り 突然変異．第 回熊本大学発生研セミナー、熊本、 年
月 日．
（
）
坂本 亘．植物の葉が斑入りになる遺伝的メカニズム．福井県立大学学内特別セミナー、福井、 年 月 日．
（
）
久保美和・坂本 亘．花粉の核性に関わるシロイヌナズナ突然変異体 ．日本植物生理学会第 回年会、新潟、
年 月 日
（
）
三浦栄子・坂本 亘．斑入り突然変異体 から単離したサプレッサーの解析．日本植物生理学会第 回大会、新
潟、 年 月 日
（
）
坂本 亘．光適応機能における葉緑体タンパク質品質管理の重要性．日本植物生理学会第 回大会シンポジウム、
新潟、 年 月 日
（
）
西村いくこ・永野 惇・松島 良．植物の生体防御とオルガネラ機能分化 傷害で誘導される新規オルガネラ
ボディ．日本植物生理学会第 回大会シンポジウム．新潟， 年 月 日．
（
）
永野 惇・松島 良・西村いくこ． ボディに局在する グルコシダーゼ の解析．日本植物生理学会第
回大会、新潟、 年 月 日．
（
）
桜井寿之・松島 良・林八寿子・西村いくこ．シロイヌナズナにおける 変異体の形態学的解析、日本植物
生理学会第 回大会．新潟、 年 月 日．
（
）
坂本 亘．光合成の環境適応とタンパク質分解系の重要性．第 回日本光合成研究会シンポジウム、名古屋、
年 月 日．
（
）
永野 惇・石原 享・松島 良・西村いくこ．シロイヌナズナにおける新規オルガネラ の解析．日本植物
学会第 回大会、富山、 年 月 日．
（
）
三浦栄子・松島 良・坂本 亘．斑入り突然変異体 （ ）から単離したサプレッサーの解析．特
定研究 植物オルガネラ 若手ワークショップ、淡路島、 年 月 日．
（
（ ） ）
久保美和・松島 良・服部千恵子・蘇都莫日根・坂本 亘．雄性配偶子においてオルガネラ の消失に異常を
示すシロイヌナズナ変異体の解析．特定研究 植物オルガネラ 若手ワークショップ、 淡路島、 年 月
日．
（
）
坂本 亘・三浦栄子・松島 良．葉緑体 の欠損による斑入り突然変異とサプレッサーの解析．第 回日本分
子生物学会年会ワークショップ、福岡、 年 月 日．
（
）
久保美和・松島 良・服部千恵子・蘇都莫日根・坂本 亘．雄性配偶子においてオルガネラ の消失に異常を
示すシロイヌナズナ変異体の解析．第 回日本分子生物学会年会、福岡、 年 月 日．
（
）
三浦栄子・松島 良・坂本 亘．葉の斑入りパターンに同調した活性酸素種の発生．第 回日本分子生物学会年会、
福岡、 年 月 日．
（
）
平成 年度岡山大学資源生物科学研究所公開講座プログラム
日 時 平成 年 月 日 月 日
場 所 岡山大学資源生物科学研究所会議室
講座名 だれにでもわかる生物の世界
．毒物 を食べる微生物 月 日 金 原 和 秀 資源生物科学研究所
．昆虫の食欲と人間の食欲 吉 田 英 哉 資源生物科学研究所
．植物の形づくり 月 日 宇都木 繁 子 資源生物科学研究所
．オオムギのゲノム・遺伝子から見るバイオの世界 最 相 大 輔 資源生物科学研究所
（ ）
．
．
．
．
第 回資源生物科学国際シンポジウム
日 時 年 月 日
場 所 岡山大学 周年記念館
テーマ サイレンシング 原理と応用
オーガナイザー 鈴木信弘（岡山大・資生研）
（ ）
．
（ ）
．
（ ）
．
（ ）
．
（ ）
．
（
）
．
（ ）
．
（ ）
研究所員が主催したシンポジウム等
（ ）
岡山大学学内 キックオフシンポジウム
日 時 年 月 日
場 所 岡山大学創立五十周年記念館 階会議室
テーマ 資源生物を用いた地球環境のモニター系の構築と環境保全への応用
オーガナイザー 金原和秀（岡山大・資生研）
．プロジェクトの概要
金 原 和 秀 岡山大学資源生物科学研究所
．植物細胞における金属ストレス応答性の活性酸素生成とカルシウム情報伝達経路の撹乱
河 野 智 謙 北九州市立大学大学院
．植物や昆虫による環境モニター系構築への提案
且 原 真 木 岡山大学資源生物科学研究所
．哺乳動物受容体遺伝子系を導入した形質転換植物を利用した環境負荷化学物質のモニタリング法の開発
乾 秀 之 神戸大学遺伝子実験センター
．ゲノムモニタリングシステム
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